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平成１７度環境ホルモン調査結果について 
 
 

平 成 １ ８ 年 ３ 月 ７ 日 
島根県環境生活部環境政策課 

 
 

島根県では、平成１４年度から、魚類に対する内分泌攪乱作用が確認されて

いる化学物質（いわゆる環境ホルモン）である、「ノニルフェノール」と「４‐

t‐オクチルフェノール」について、県内の水環境中の濃度実態調査を実施して

います。 
平成１７年度は下記のとおり１５地点で調査を行いましたが、２物質とも、

予測無影響濃度を超える地点はありませんでした。 
 
 
１．調査内容 

(1) 調査物質  ノニルフェノール、４‐t‐オクチルフェノール 
(2) 調査地点  河川２地点、湖沼３地点、海域１０地点 
(3) 調査媒体  水質 
(4) 試料採取  平成 17 年 12 月 1 日～平成 18 年 1 月 12 日 
(5) 調査方法  「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル（平成 10        

年 10 月 環境庁）」 
 
 

２．調査結果 
下表のとおり、ノニルフェノール、４‐t‐オクチルフェノールとも、すべ

ての地点で不検出（検出限界値未満）でした。 
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表 平成１7 年度内分泌攪乱化学物質濃度実態調査結果 
 

測定結果  
採水地点 採水年月日 

ノニルフェノール 4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 
① 神戸川（河口） H17.12. 1 不検出 不検出 
② 益田川（月見橋） H17.12.14 不検出 不検出 
③ 中海（Ｎ－６） H17.12. 7 不検出 不検出 
④ 宍道湖（Ｓ－３） H17.12. 7 不検出 不検出 
⑤ 神西湖（Ｊ－３） H17.12.12 不検出 不検出 
⑥ 浜田川河口海域（Ｈ－１） H18. 1.12 不検出 不検出 
⑦ 美保湾（Ｍ－２） H18. 1.12 不検出 不検出 
⑧ 江の川河口海域（Ｇ－１） H18. 1.12 不検出 不検出 
⑨ 北浦海水浴場（ＩＺ－１） H18. 1.12 不検出 不検出 
⑩ 古浦海水浴場（ＩＺ－３） H18. 1.12 不検出 不検出 
⑪ おわし海水浴場（ＩＺ－５） H18. 1.12 不検出 不検出 
⑫ 波子海水浴場（ＩＷ－１） H18. 1.11 不検出 不検出 
⑬ 国府海水浴場（ＩＷ－３） H18. 1.11 不検出 不検出 
⑭ 田の浦海水浴場（ＩＷ－５） H18. 1.11 不検出 不検出 
⑮ 持石海水浴場（ＩＷ－７） H18. 1.11 不検出 不検出 
 予測無影響濃度(μg／Ｌ) 0.608 0.992 
 検出限界値(μg／Ｌ) 0.3 0.03 

※ 予測無影響濃度：有害性評価のための動物実験において、メダカの性分

化に影響を与えなかった最大濃度を「最大無作用濃度」

とし、この濃度に安全係数 (1/10) を乗じることによっ

て求めた値で、魚類を中心とする生態系に影響を及ぼ

す可能性がないと予測される濃度。 
 
  ※ 測定地点は別図のとおり。 
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